





















政治的に対等 経済的にライバル 文化を受け入れあう 批判しあえる
日　韓 日　韓 日　韓 日　韓
安定した 2，84＜3．46＊轍 3．04＜3，60禽鰍 2．60＜3．54鼎★ 3．13＜3．65★霊★
活気のある 2．86＜3，34★★★ 2．61＜3。29★★★ 2．48＜321鼎＊ 2．88く3．02★
安心できる 2．91＜3．53鼎★ 3ユ4＜3．59★★★ 2．63＜3．50★★★ 3．23＜3．60★轍
支持が得られる 2．87＜3．30★★★ 3．13ns　3．17 2．57〈3．04★★★ 3．15ns　3．19
現実的 2．77＜3．21鼎★ 2．77＜3ユ2★★★ 2．70ns　2．77 3．22＞2．99★★＊
抵抗感がない 2．72＜3．22★★★ 2．90〈320★★★ 2．61＜2．98★鼎 3．09＜3．23★




































































政治的に対等 経済的にライバル 文化を受け入れあう 批判しあえる
日　　　韓 日　　　韓 日　　　韓 日　　　韓
安定した ．01　　－．07 ．10★　　．02 一．03　　－．08 ．17★　一．Ol
活気のある ．01　　－．03 ．15饗★一．05 ．Ol　　一〇1 一．02　　　．01
安心できる ．03　　　．00 ．16貢★一．03 ．09　　－．00 ．09　　－．06
支持が得られる ．17★★　．13★ ，04　　　ユ4★★ 24＊★　．21★★ ．03　　　．06
現実的 ．07　　　，07 ．13★★　。08★ ．22★★　．15★★ ．08　　　．05
抵抗感がない ．15★★一．13★ 一．06　　－．17＊★ ．16★★　．02 ．Ol　－．08★
adj　R2 ，09★★　．02★★ ．16★★　，04★★ ．26★★　．08★★ ．08★★　．01
表中の数字はβ．＊p＜．05；＊＊p＜．Ol．（片側検定）
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ケースで、後者は10ケースで有意である）。すなわち、両国学生とも、まずは国民の支持が得ら
れ現実性のあるものから、という非常にリアリスティックな考え方をしているように思われる。
　第二に、「抵抗感」についても興味深い結果が現れている。すなわち、日本人学生の場合、この
項目が有意な効果を示している4つのケース（「政治的に対等」、「文化を受け入れあう」、「経済
的安全保障で協力」、「軍事的安全保障で協力」）のすべてにおいて、抵抗感を持たない者ほど実現
に努力すべきであると考える傾向が見られるのに対し、韓国人学生の場合、この項目が有意であ
る4ケース（「政治的に対等」、「経済的にライバル」、「批判しあえる」、「経済的安全保障で協力」）
のうち経済的安全保障以外の3ケースにおいて、抵抗感を感ずる者ほど実現のために努力すべき
であるとする、日本人学生とは逆の傾向が見られる。日本人学生が「抵抗感がないから進めよう」
と考えるのに対して、韓国人学生は「抵抗感があるからこそ努力しなければならない」と考えて
いるようであり、これが実際に両国学生の考え方の違いであるとすれば大変興味深い。
4．　「関係のあり方」の構造
　ところで、両国の学生たちは、7つの関係のあり方相互の関係をどのように捉えているのであ
ろうか。言い換えれば、彼らにとってある関係の実現を目指すということは、他の関係の実現と
一体のものとして捉えられているのであろうか、それともそれぞれの関係を実現するための努力
は個々ばらばらなものとして考えられているのであろうか。この点を明らかにするために、最後
に7つの関係のそれぞれに関する「実現のため努力すべき」という項目を因子分析にかけてみた。
日韓それぞれのグループについて主因子法による因子の抽出を行い、さらに因子数を変えてのバ
リマックス回転を行ったところ、日本人学生に関しては1因子のみの構造と解釈するのが適切で
あり、また韓国人学生に関しては3因子の構造と解釈するのが適切であると考えらる結果となっ
た。そこで、日本人学生に関しては回転前の第1因子に対する負荷量を、韓国人学生に関しては
バリマックス回転後の第1～第m因子に対する負荷量を示したものが表3である4）。
人的交流が盛ん
経済的安全
ﾛ　で協力
軍事的安全
ﾛ障で協力
日　　　韓 日　　　韓　’ 日　　　韓
．16★　　．00 ．06　　　．08 一．02　　　．09
一〇6　　　．09 ．14★　一．03 ．05　　－．11★
．00　　　．01 一．01　－．16★★ ．11　　－．08
．26★＊　　．25★★ 22★★　．18★★ ．13★　　．29★★
．15★禽　　．13☆★ ．11★　　．23★★ ．21★★　．22帰
．05　　　．02 ．15★★　．08＊ ．23★★一，03
．21鼎　　．15触 25★★　，12★★ 29棘　　，15★★
14 平野　浩
表3　7つの関係のあり方に関する因子分析の結果
日　本
　1 1
韓　国
皿　　　皿
政治的に対等
経済的にライバル
文化を受け入れあう
批判しあえる
人的交流が盛ん
経済的安全保障で協力
軍事的安全保障で協力
3
7
8
2
0
3
9
6
3
7
6
5
6
2
2
4
0
6
9
6
8
5
5
5
1
0
3
0
．25　　－．01
．04　　　．23
20　　　。26
．10　　　．70
．17　　　．25
．67　　　．09
．55　　　．20
％TV 32．3 14．0　　　12，8　　　10．4
　この結果からは、日韓両国の学生の間で、目指すべきゴールとしての様々な関係のあり方に関
する認識の複雑さ（あるいは単純さ）の程度がかなり異なることが推測される。すなわち、日本
人学生においては、あらゆるタイプの関係構築を「一括して」進めるべく努力すべきか否か、と
いう単純で一次元的な判断が見られるのに対し、韓国人学生の認識はそれほど単純ではない。彼
らにとっては、　（1）「政治的に対等」、「経済的にライバル」、「文化を受け入れあう」といった対
等な基本的関係を築く努力、　（2）経済的および軍事的な安全保障に関する協力関係を築く努
力、　（3）互いに批判しあえるような、信頼感に基づくよりオー7プンな関係を築く努力、のそれ
ぞれは、相対的に独立した、言い換えれば相互に異なる種類の努力であると認識されている。こ
うした、よりソフィスティケートされた認識は、恐らく彼らが日本人学生に比べて日韓関係に関
してより深く、また具体的に考える機会が多いことによるものではないかと思われる。
5．まとめ
　以上、本節では、日韓関係のあり方に関する両国学生のイメージについて分析してきた。その
結果、　（1）両国の学生は、政治的に対等な関係の構築が最も重要であると考える点で一致して
いる。ただし、日本人学生の間では、こうした関係に対する抵抗感のない者ほど実現に努力すべ
きと考える傾向が見られるのに対し、韓国人学生の間では、むしろ抵抗を感じる者ほど努力すべ
きであると考える傾向が見られる、　（2）両国の学生とも、文化や経済における交流・協力に対
して高いプライオリティを与えている。またこうした関係については、国民の支持が得られ現実
性があると認識する者ほど実現のために努力すべきであると考える傾向が見られる、（3）他方、
日本人学生にとっては軍事的安全保障での協力が、また韓国人学生にとっては結婚などを通じて
の人的な交流が、それぞれかなり否定的に捉えられており、こうした関係がすぐに受け入れられ
るとは考えられない、　（4）様々な関係のあり方に関して、日本人学生は比較的単純な構図の認
識を示すのに対し、韓国人学生は、より複雑でソフィスティケートされた認識を示す、といった
点が明らかにされた。今後、より良い日韓関係の構築を考えるにあたって、こうした知見が重要
なヒントとなれば幸いである。
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注
1）韓国側の質問では「韓国国民の支持が得られる一韓国国民の支持が得られない」。
2）逆に、韓国人学生の間で「結婚などを通じての人的交流」がいかに否定的に考えられているかが示さ
　れているとも言える。
3）表中の決定係数は、独立変数が増えることにより無意味に値が大きくならないように、自由度による
　調整を行った後のもの（adj　R2）である。
4）日本人学生に関して2つの因子でバリマックス回転を行った場合、第1因子は「文化を受け入れあう」
　の、また第II因子は「政治的に対等」と「経済的安全保障で協力」の負荷量が大きくはなるが、2っ
　の因子が明確に分化することはない。
